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わ が 町 の 会 計 制 度 は 、 現 在 「 単 式 簿 記 ・ 現

金 主 義 」 で 行 わ れ て い る 。 こ の 方 法 で は 、 資

産 や 将 来 負 担 、 各 事 業 別 行 政 コ ス ト な ど 、 財

政 の 全 体 像 か ら 細 部 に 至 る ま で の「 見 え る 化 」

が 図 り づ ら い 。 こ の 問 題 点 を 解 消 す る 手 法 が

「 複 式 簿 記 ・ 発 生 主 義 」 で あ る 。 東 京 都 は こ

の 方 法 を 活 用 し 、 将 来 の 債 務 負 担 な ど 約 １ 兆

円 の 隠 れ 借 金 を 見 え る 化 し 解 消 す る な ど 効 果

を 上 げ て い る 。 町 も 公 会 計 制 度 改 革 で 「 財 政

の 見 え る 化 」 を 推 進 す べ き と 考 え る が 。  


